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敦
賀
港
～
釜
山
港
（
韓
国
）
の
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
、
二
月

十
一
日
か
ら
週
三
便
に
増
便
。
約
二
年
半
ぶ
り
に
、
外
国
と
の
定
期

航
路
が
週
三
便
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
経
緯
、

増
便
の
背
景
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
っ
て
？

　

貨
物
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
運
ぶ
航

路
で
、
決
ま
っ
た
期
間
で
、
決
ま
っ
た

寄
港
地
を
通
り
ま
す
。
取
扱
量
の
単
位

は
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
使
い
、
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は
20

フ
ィ
ー
ト（
約
６
メ
ー
ト
ル
）の
コ
ン
テ

ナ
１
個
で
す
。
敦
賀
港
で
は
、
今
ま
で

中
国
・
韓
国
と

の
間
で
、
コ
ン

テ
ナ
航
路
を
開

い
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
経
緯

　

敦
賀
港
の
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
は
、

平
成
二
年
の
韓
国
（
釜
山
）
航
路
開
設

以
来
、
着
実
に
便
数
、
取
扱
量
を
伸
ば

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
八
年
に
は
中
国

（
丹タ

ン
ト
ン東
）
と
の
間
に
初
め
て
定
期
航
路

が
開
設
。
主
に
、
丹
東
で
製
造
さ
れ
た

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
が
敦
賀
港
に
運
ば

れ
、
取
扱
量
は
格
段
に
増
え
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
中
国
に
お
い
て
、
大ダ

イ
レ
ン連
、

青チ
ン
タ
オ島
、
上シ

ャ
ン
ハ
イ海
と
次
々
に
航
路
が
開
か
れ

ま
し
た
が
、
平
成
十
四
年
頃
か
ら
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
の
需
要
減
で
企
業
が

輸
入
量
を
縮
減
。
そ
れ
に
伴
い
中
国

航
路
の
取
扱
量
、
そ
し
て
コ
ン
テ
ナ

貨
物
の
取
扱
量
も
平
成
十
四
年
を

ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
十
八
年
に
は
、
つ

い
に
中
国
便
が
廃
止
。
一
時
の
週

四
便
体
制
が
、
韓
国
週
一
便
ま
で

落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成

十
九
年
に
増
便
が
あ
っ
た
の
で
、

今
回
の
決
定
ま
で
は
、
韓
国
週
二

便
の
体
制
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
増
便
に
つ
い
て

　

増
便
を
目
指
し
、
市
で
は
、
県
、
敦

賀
港
貿
易
振
興
会
と
と
も
に
、
船
会
社

や
荷
主
と
な
る
企
業
に
対
し
、
長
年

セ
ー
ル
ス
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
５
万
ト
ン
級
の
大
型
船
も
接
岸

で
き
る
「
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

を
鞠
山
南
地
区
に
整
備（
平
成
二
十
二

年
度
全
面
供
用
）し
、
受
け
入
れ
態
勢

も
整
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
効
果
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
大
阪
、
神
戸
港
な
ど
を
利
用
し

て
い
た
近
隣
企
業
が
、
敦
賀
港
も
利
用

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

企
業
の
東
洋
紡
敦
賀
事
業
所
が
、
昨
年

秋
に
敦
賀
港
の
利
用
拡
大
を
発
表
。
輸

出
入
量
を
、
五
年
後
に
十
倍
に
す
る
計

画
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
徐
々
に
企
業
側
の
需

要
が
高
ま
り
取
扱
量
が
増
え
る
中
、
今

回
、
つ
い
に
船
会
社
の
興
亜
海
運
株
式

会
社
（
韓
国
）
が
増
便
を
決
め
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　

今
回
の
増
便
は
、
世
界
的
な
景
気
悪

化
で
輸
出
入
量
が
減
っ
て
い
る
中
、
日

本
海
航
路
の
重
要
性
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
北
東
ア
ジ
ア
と

日
本
を
短
距
離
で
結
ぶ
日
本
海
航
路
は
、

大
阪
港
や
名
古
屋
港
な
ど
太
平
洋
側
の

航
路
と
比
べ
、
効
率
的
な
物
資
の
運
送

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

今
後
も
そ
の
優
位
性
を
生
か
し
、
中

国
航
路
の
復
活
や
、
ロ
シ
ア
航
路
の
新

規
開
設
、
ま
た
、
世
界
の
ハ
ブ
港（
※
）

で
あ
る
釜
山
港
と
の
航
路
を
強
化
し
、

北
米
や
欧
州
向
け
貨
物
の
増
加
も
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

世
界
か
ら
敦
賀
港
へ
。
そ
し
て
敦
賀

港
か
ら
世
界
へ
。
さ
ら
に
多
く
の
も
の

と
人
が
行
き
交
う
国
際
港
を
目
指
し
、

市
で
は
今
後
も
、
セ
ー
ル
ス
活
動
や
港

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

敦
賀
港
か
ら
世
界
へ

敦
賀
～
釜プ

サ

ン山  

定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
が
増
便
。

　中国東北部では現在、日本企業
の誘致が進められており、輸送手
段として日本海横断航路の開設が
求められています。そこで市では、
航 路 の新 規 開 設 を目 指 し、2 月
20 日に、東北部の都市である琿
春市と共同宣言を発表しました。
　この宣言により、両市共同の作
業部会の設置が決まり、航路開設
に向け一歩前進しました。　

新しい運行船     H
ヒ ュ ン ガ ー
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ジ ャ カ ル タ

AKARTA 号

▶船会社：興
こ う あ

亜海運 ㈱
▶積載量： 653 TEU
▶運行スケジュール：
　 釜山㈫－敦賀㈬－金沢㈭－苫小牧㈮－釜山㈪

敦賀
釜山

琿春

新コンテナ航路

日本海横断航路

丹東
大連

青島

上海

宣言書を見せる河瀬市長と
姜虎権（ジャンフーチュエン）琿春市長

琿フ
ン
チ
ュ
ン春
市（
中
国
）と
共
同
宣
言

※
ハ
ブ
港

　
海
上
輸
送
の
中
継
地
点
と
な
る
港
の

　

こ
と
。
こ
こ
で
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は

　

降
ろ
さ
れ
、
別
の
船
で
他
港
へ
運
ば

　

れ
た
り
し
ま
す
。

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
取扱量 72 678 1025 1860 2010 4628 4116 4524 6216 7519 9032 12174 14417 13642 12083 11480 8104 5555 6000

輸入  　 41 244 295 266 583 1456 1304 2057 3851 5339 6445 9179 10880 9240 7783 6621 5194 3712 3574
輸出　     31 434 730 1594 1427 3172 2812 2467 2365 2180 2587 2995 3537 4402 4300 4859 2910 1843 2426

便数 韓国 1 ２  ３ 3 2 3 2  2
中国 0 1 0
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国際港・敦賀の新たな一歩

敦賀港コンテナ取扱量の推移
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【単位：TEU】

   

▶今までの航路
① 船会社：長

ちょうきん

錦商船 ㈱
　  釜山㈰－新潟㈫－直江津㈫－
　　　　富山㈬－敦賀㈭－釜山㈯
② 船会社：興亜海運 ㈱
　 釜山㈰－敦賀㈪－金沢㈪－
　　　　　　　　境港㈫－釜山㈬

敦賀港に入る船
としては過去最大級

「日本海横断航路開設」
  に向け前進！
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